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Ⅴ-1-1-2-2-2 基準津波の概要 
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1. 概要 

本添付書類は，設置（変更）許可を受けた基準津波の概要を説明するものである。 

基準津波は，最新の科学的・技術的知見を踏まえ，地震に起因する津波，地震以外に起因する

津波及びこれらの組み合わせによる津波を想定し，不確かさを考慮した上で設定し，設置（変更）

許可を受けたものを用いる。 

 

2. 既往津波 

「日本被害津波総覧[第 2版]」等によれば，敷地周辺に影響を与えたと考えられる津波には，

1677 年延宝房総沖地震津波，2011 年東北地方太平洋沖地震津波等がある。 

1677 年延宝房総沖地震津波のひたちなか市における浸水高は 4.5～5.5m，2011 年東北地方太

平洋沖地震の発電所での痕跡高は概ね 5～6m（最大 6.5m）である。 

 

3. 地震に起因する津波 

発電所に影響を与える可能性がある地震に伴う津波として，プレート間地震及び海洋プレート

内地震に起因する津波並びに敷地周辺の海域活断層による地殻内地震に起因する津波を考慮して

いる。 

 

3.1 プレート間地震に起因する津波 

プレート間地震に起因する津波については，2011 年東北地方太平洋沖地震の特徴である，

破壊領域，すべり，地震の発生メカニズム及び発生確率に関する情報に着目して行った分析を

踏まえ，茨城県沖に想定する津波波源を設定している。さらに，茨城県沖に想定する津波波源

について，断層面積及びすべり量に関する保守性を考慮した，茨城県沖から房総沖に想定する

津波波源を設定している。当該津波の津波波源を図 1に示す。 

 

3.2 海洋プレート内地震に起因する津波 

海洋プレート内地震に起因する津波については，地震調査研究推進本部，土木学会等に基づ

き，三陸沖北部から房総沖までを発生領域とした津波波源を設定している。当該津波の津波波

源を図 2に示す。 

なお，プレート間地震の概略パラメータスタディ結果と比較して，最大水位上昇下降量が小

さいため，詳細検討については省略している。 

 

3.3 海域活断層による地殻内地震に起因する津波 

海域活断層による地殻内地震に起因する津波については，地質調査結果における評価に基づ

き，津波波源を設定した。当該津波の津波波源を図 3に示す。 

なお，プレート間地震の概略パラメータスタディ結果と比較して，最大水位上昇量が小さい

ため，詳細検討については省略している。 
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図 1 茨城県沖から房総沖に想定する津波波源 

 

 

 

図 2 海洋プレ－ト内地震の津波波源 
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図 3 海域活断層の津波波源 
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4. 地震以外に起因する津波 

発電所に影響を与える可能性がある地震以外を要因とする津波として，陸上及び海底での地す

べり並びに斜面崩壊に起因する津波，火山現象に起因する津波を考慮している。  

 

4.1 陸上及び海底での地すべり並びに斜面崩壊に起因する津波 

陸上及び海底での地すべり並びに斜面崩壊に起因する津波については，沿岸陸域の地すべり

地形及び海底地すべり地形を抽出し，発電所への影響を評価している。 

沿岸陸域における地すべり地形については，文献調査及び現地確認によると，発電所に影響

を与える可能性がある沿岸陸域の地すべり地形は認められていない。 

海底地すべり地形については，文献調査，海上音波探査記録等の確認によると，発電所に影

響を与える可能性がある海底地すべり地形は認められていない。 

なお，日本の領海外では，ハワイ付近に海底地すべりが認められることから，文献調査，海

底地形判読等を踏まえて，海底地すべりに起因する津波を評価した結果，敷地への影響は小さ

いことを確認している。 

 

4.2 火山現象に起因する津波 

敷地周辺において，火山現象による歴史津波の記録はなく，海底活火山の存在も認められな

いことから，火山現象に起因する津波について，敷地への影響はない。 

なお，日本海溝の海溝軸よりも沖合いでは海底火山（プチスポット）が認められていること

から，文献調査を踏まえて，火山現象に起因する津波を評価した結果，敷地への影響は小さい

ことを確認している。 

 

5. 津波発生要因の組み合わせの検討 

地震に起因する津波及び地震以外に起因する津波の評価を踏まえ，津波発生要因の組み合わせ

について検討している。 

地震以外に起因する津波について敷地への影響は小さいこと及び各津波発生要因の関連性はな

いことから，地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組み合わせの必要はないと評価し

ている。 

 

6. 基準津波 

想定した津波のうち，発電所に大きな影響を及ぼすおそれがある津波として，茨城県沖から房

総沖に想定するプレート間地震による津波を選定し，基準津波としている。 

基準津波は，時刻歴波形に対して施設からの反射波の影響が微小となるよう，敷地前面の沖合

い約 19km（水深 100m 地点）の位置で策定している。基準津波策定位置における上昇側の最高水

位は T.P.＋7.1m，下降側の最低水位は T.P.－3.3m である。基準津波の策定位置及び水位の時刻

歴波形を図 4に示す。 

評価の結果，防潮堤前面の最高水位は T.P.＋17.1m，取水口前面の最低水位は T.P.－4.9m と

なった。それらの結果を図 5に示す。 
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図 4 基準津波の策定位置及び水位の時刻歴波形 
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図 5 評価地点における結果 


